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介護業界を盛り上げよう！！

①外国人材採用について。
4月10日 都リリースにて、訪問系サービスにおいて
いろいろな要件がありますが、採用・雇用がオープン
になりました。
訪問系は1対1のサービスですので、
事業者側の教育・研修・職場環境等の整備はもちろん
ですが、実際の現場の利用者様が安心する、
が非常に重要なこと、となっています。
そのため、通常の同行より、はるかに回数の多い同行を
必須とされています。
また、見守りカメラ等の設置も必須ではありませんが
利用者様の安心のための案として挙げられています。
今後、サービス利用する方の増加と対応する人材の数
のバランスのためには、外国人の方の採用も
視野にいれていく時代になった、といことだと
理解しています。
②業務改善・職場環境整備についての助成金が
出ました。
どの産業でも上記の業務改善・職場環境整備は
今や当然！の世の中。
介護業界は出来る限り、職員に対しての賃金アップ
のために、このような助成金が多々出ます。
確かに、今や当然の内容なのですが、
私としては、サービスの報酬単価を上げてもらうことが、
最大の賃上げアップだと考えているのですが・・・

2025年度の始まりの4月！いろいろ動きが出始めています。。。

新たな年度が始まりました。
世界も関税関連でバタバタしていますが・・・
今年度もいろいろな変化が起こる予感がしています。
みなさんの周りはいかがでしょうか。
ぶらんち、はどのような年度になるか、正直、わからない、ですが、
いろいろな仕組みの整理と現在実施している事の無駄はないか、
を検証していくこと、
まずはしていくことかな～と考えています。
そして、新たなことの種を仕込んでいきたい、と考えています。
桜の開花が思いのほか予定通りに進まなかったように、
今は順調！という言葉は非常に難しい世の中です。
不確実の時代の今、どう生きていくか。
個人ひとりひとりがある程度自立をしている現在、不確実を出来る限り確実にするには、
自分個人が良ければそれでいい、ではなく、
協力、ということを忘れずに、確実への道を共に考え、実行しいていく、ことではないか。
少し自分の範囲の無茶ではなく無理は、必ず、周りからの心や力として、自分に返ってくる。
この不確実な今をスタッフや皆様と共に、知恵を絞り、
行動していく2025年度にしていきたい、と考えております。

ぶらんちの今を紹介

4月11日より
新たなスタッフが加わりました。

加藤 純大さん 23歳

神戸よりやってきました。
バスケットをされている体育系男子。
なかなかのイケメン君です。
介護関係は学生時代アルバイトで関わっていた
ことがありますが、一からのスタートです。
4月・5月は初任者研修受講されます。
本格的なデビューは6月からの予定です。
4月・5月は研修の他の日は先輩スタッフに同行
して、皆様のサービスに関わらせていただくこと
になります。
皆様、どうぞよろしくお願い致します・
※自費サービスの値上げ
オープンから10年、自費サービスの料金を
据え置いてまいりましたが、
2025年6月より既存の方の
料金改定させていただきます。
行政等からの指示のある一部の方は据え置き
とし、様子を見させていただきます。
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